
インターネット

ICTを活用した自立的な生涯学習支援の仕組み（ｅポートフォリオの活用）

集合学習、ネット学習
地域活動等

★ICTを活用した
学びの蓄積

講師 ｅメンター
キャリア

アドバイザー

日々の活動
を記録

目標設定

日々の活動
の分類・整理

経験を学び
の貯金箱に

記録

振り返り
自己分析
評価

学び、気付きを記録目標、活動結果をもとに、
主体的に学習に取り組む

アドバイス・評価 アドバイス・評価

学校 大学 企業・・

仕事に生かす

地域活動に生かす

人生に積極的に
学びを生かす

ｅポートフォリオ
システム

★ICTを活用した
学びの再構成

★経過的情報を
活用した適切な支援

★ICTを活用した
学びのベンチマーク



インターネット

インターネット

ｅポートフォリオ活用実践事例
（就活内定チャレンジ教室、再就職チャレンジ教室）

受
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生
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ー
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師

自己の適性や能力の分析

将来展望の具体化目標作りと達成評価

第1回対面学習 第2回対面学習 第3回対面学習 第4回対面学習

身近な関係作り 適性や能力の発見
振り返りの導き

目標に対する活動の励まし
経験をもとにしたアドバイス

活動、記録継続の励まし

自己分析の指導 人材に対する社会のニーズ
能力育成と目標設定 目標とその評価

適性と企業選択
将来展望と自己分析

自己分析と
将来展望の発表

日々の活動の記録と、記録を通した振り返り

eポートフォリオ
（IT）の活用

「学びの貯金
箱」への登録

「学びの貯金
箱」への登録

「活動の記
録」への登録

「活動の記
録」への登録

講師ら
の「コメント」に
よる振り返り

講師ら
の「コメント」に
よる振り返り

「短期目標」
の記録

「短期目標」
の記録

「長期目標」
の記録

「長期目標」
の記録

「短期目標」
の達成評価

「短期目標」
の達成評価

達成した目標の
「学びの貯金箱」

への記録

達成した目標の
「学びの貯金箱」

への記録

「活動の記
録」への記録

「活動の記
録」への記録

「キーコンピテ
ンシー自己診
断」の利用

「キーコンピテ
ンシー自己診
断」の利用

講師ら
の「コメント」に
よる振り返り

講師ら
の「コメント」に
よる振り返り

文部科学省平成２２年度「ＩＣＴの活用による生涯学習支援事業」において実施



■本当にわかる
自己分析

・自分の過去を振り返
り適性を導き出す
・講座修了までの目標
を定める

■面接でも評価される、
社会に求められる人材

・自分の習慣を見直し、
社会人としての心構え
や自己研さんについて
学ぶ

■自分のやりたいことが
わかる企業の選び方

・自分の適性を探るため
に、やりたい事できる事、
やるべき事を考え、企業
選びにつなげる

■発表会

・モチベーショングラフ
をもちいて、過去の自
分や、将来設計につい
て発表する

①振り返った過去を、
「学びの貯金箱」にまと
める
②講座終了までの目
標を「短期目標」に記
載する

講座の流れとｅポートフォリオ活用について

第1回対面学習（1月29日）

第1回から第2回

①再就職や就活に関する日々の記録を、「活動の記録」に記載する
②「キー・コンピテンシー自己評価」にて、自身の自己啓発力、人間関係力、道具活用力を把握する

第2回対面学習（2月6日） 第3回対面学習（2月21日） 第4回対面学習（3月4日）講
座
の
流
れ

ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
活
用

①「短期目標」に自己
研さんのための目標を
記載する
②目標に対する活動
を「活動の記録」に記
載する

第2回から第3回

①できる事を「学びの貯金
箱」にまとめる
②やりたい事を「長期目
標」にまとめる
③モチベーショングラフ作
成に際し記録を振り返る

第3回から第4回
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①ｅポートフォリオの記録に、それぞれの立場で助言する

アドバイス、回答 質問

振り返り 振り返り 振り返り

反映



ｅポートフォリオシステムの活用事例

①振り返った過去を、
「学びの貯金箱」にまと
める
②講座終了までの目
標を「短期目標」に記
載する

第1回から第2回

①「短期目標」に自己
研さんのための目標を
記載する
②目標に対する活動
を「活動の記録」に記
載する

第2回から第3回

①できる事を「学びの貯金
箱」にまとめる
②やりたい事を「長期目
標」にまとめる
③モチベーショングラフ作
成に際し記録を振り返る

第3回から第4回

＊学びの貯金箱
自身が持つ資格や経歴、ボランティア等の社会活動
への参加記録、趣味・特技、人との出会い、読んだ本
の感想、長所、短所等を記録する。

＊短期目標・長期目標
共通して目標とする内容の記録、達成期限の設定が
行える。加えて短期目標では、今の自分の状況や目
標を達成するための課題、目標の到達を示すための
数値目標や達成度の設定が行える。

＊キー・コンピテンシー自己評価
キー・コンピテンシーを自己診断、評価する。４５項目
の質問に対し、自身の状況に当てはまる選択肢を選
び回答すると、質問に対する回答から採点を行い、結
果をレーダーチャートにて図示する。

学びの貯金箱（例）

キー・コンピテンシー
自己評価（例）

短期目標（例）
活動の記録（例）



ｅポートフォリオの記録と活用の具体例

①振り返った過去を、
「学びの貯金箱」にまと
める
②講座終了までの目
標を「短期目標」に記
載する

第1回から第2回

①「短期目標」に自己
研さんのための目標を
記載する
②目標に対する活動
を「活動の記録」に記
載する

第2回から第3回

①できる事を「学びの貯金
箱」にまとめる
②やりたい事を「長期目
標」にまとめる
③モチベーショングラフ作
成に際し記録を振り返る

第3回から第4回
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①再就職や就活に関する日々の記録を、「活動の記録」に記載する
②「キー・コンピテンシー自己評価」にて、自身の自己啓発力、人間関係力、道具活用力を把握する

■活動の記録
活動内容: 再就職チャレンジ教室 第二回対面学習

面接対応について学習
学んだこと: 視点を変え、自分を客観的に見ること 採用側の視点に立って見ること

印象に残るような面接での話し方 エピソードを交える利点
感想: 受講者の方とお互いに他者面接をすることによって、

自分の足らないところが見えてきた。
僕は考えるときに視線を外してしまうので、相手の印象に残らない
内容もさることながら、自信を持ってハキハキと受け答えすることが
大事だと思う。あと自分の強みというのがいまいち、しっくりと分からない。

■メンターからのアドバイス
キャリアコンサルタントの先生とのやり取りを拝見し、私の就活
経験をも 重ねて拝見しておりました。
私も数々の転職を重ねていました。 現在は大学の専攻とは全
く違うものについています。 （略）改めてさまざまな経験で、人
生のなかでの自分が納得する生き方を考え、 それから職という
ものを考えはじめ、今がある気がします。 自己分析を重ねられ、
さまざまなものが見えておられるのを感じています。 ぜひ、毎

日のポートフォリオもご活用ください。

■メンターからのアドバイス
短期目標設定、拝見しました。
キャリアアドバイザーの先生も書いておられますが、目
標設定で、漠然としている点があります。
タイピングについても、ローマ字レベルという○○さん
自身がわかるだけでなく、数値目標で基準をはっきりす
る必要があると感じました。
ご参考になさってください。

■短期目標
現状: パソコン操作がまだ不慣れ

プログラミングの勉強をしているが、ブラインドタッチが遅い。
ターミナルの操作に戸惑う。

目標: 英字でのブラインドタッチに慣れる。
一分間に200文字入力。
ターミナルの操作に慣れる。

課題: 自宅で、タイピングソフトを使いながら、ローマ字並みに
英字タイピングのブラインドタッチが可能になるレベルまで。
ターミナルソフトの操作収得も同時に行う。

メンター、キャリア・アドバイザーの
助言により、受講者の目標がより
具体的になった例

受講者の迷いに対し、
メンターが自らの経験をもとに
励ましている例


